
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

技

能

検

定

試

験

手

数

料

の

金

額

の

一

部

改

正

労

働

雇

用

政

策

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

簡

易

な

方

法

に

よ

る

開

示

請

求

を

す

る

こ

と

が

総

務

学

事

課

で

き

る

個

人

情

報

の

指

定

の

一

部

改

正

○

食

品

衛

生

責

任

者

の

養

成

講

習

会

の

認

定

生

活

衛

生

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

【

公

告

】

○

平

成

二

十

六

年

度

定

期

種

畜

検

査

に

係

る

種

畜

畜

産

課

証

明

書

の

交

付

○

種

畜

証

明

書

の

書

換

交

付

〃

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

総

務

企

画

課

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

程

（

県

例

規

集

登

載

）

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

漁

業

の

操

業

制

限

の

指

示

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成２７年２月２４日 第１１６６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
二
号

平
成
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
一
号
（
技
能
検
定
試
験
手
数
料
の
金
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

実
技
試
験
手
数
料
金
額
の

の
表
中
「
、
機
械
保
全
」
を
削
り
、
実
技
試
験
手
数
料
金
額
の

の
表

（２）

（３）

中
「
、
機
械
保
全
」
を
削
り

「
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
」
の
下
に
「
、
家
具
製
作
」
を
加
え

「
塗

、

、

装
」
を
「
化
学
分
析
、
貴
金
属
装
身
具
製
作
、
塗
装
」
に
改
め
る
。

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
三
号

平
成
十
八
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号
（
簡
易
な
方
法
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
個
人
情
報
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
中
「
岡
山
県
育
休
代
替
任
期
付
職
員
選
考
採
用
試
験
」
を
「
岡
山
県
育
休
代
替
等
任
期
付
職
員
選

考
採
用
試
験
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
四
号

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
の
第
三
の
二
に
規
定

す
る
食
品
衛
生
責
任
者
の
養
成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

認
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日

二

主
催
者
の
名
称
等

１

主
催
者
の
名
称

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
食
品
衛
生
協
会

２

主
催
者
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
一
番
一
七
号

３

受
講
の
申
込
受
付
場
所

県
内
の
各
食
品
衛
生
協
会

三

講
習
年
月
日
及
び
開
催
場
所

講

習

年

月

日

開

催

場

所

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
（
月
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
一
日
（
火
）

津
山
市

平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
（
金
）

倉
敷
市

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
（
金
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
六
月
十
八
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
七
月
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日
（
金
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
（
火
）

津
山
市

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
（
金
）

倉
敷
市

平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
（
木
）

高
梁
市

平
成
二
十
七
年
十
月
十
六
日
（
金
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
十
一
月
五
日
（
木
）

倉
敷
市

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
（
火
）

津
山
市

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
七
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
八
年
一
月
十
四
日
（
木
）

倉
敷
市

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
一
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
（
木
）

岡
山
市

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
（
木
）

笠
岡
市

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



平
成
二
十
八
年
三
月
三
日
（
木
）

倉
敷
市

平
成
二
十
八
年
三
月
九
日
（
水
）

岡
山
市

四

講
習
内
容
及
び
時
間
数

１

公
衆
衛
生
学

一
時
間

２

衛
生
法
規

二
時
間

３

食
品
衛
生
学

三
時
間

五

受
講
料

六
千
円

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

三
清
荘
ほ
ほ
え
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
久
米
四
八
番
地
の
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
経
山
会

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
久
米
四
八
番
地
の
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
〇
一
四
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

平成２７年２月２４日　岡山県公報　第１１６６３号



。
〔

〕
（

）

七
四

家
畜
改
良
増
殖
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

農
林
水
産
大
臣
か
ら
同
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
種
畜
証
明
書
を
次
の
と
お
り
交
付
し
た
旨
の
通
報
を
受
け
た

、

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

種
畜
証
明
書

血
統

名
前

品
種

生
年
月
日

産
地

等
級

飼
養
者
の
所
在
地
及
び
名
称

番
号

父
母

3
1
4
3
3
0
5
0
0
0
1
コ
ツ
ワ
ル
ド
－
Ｙ
１

そ
の
他

H2
6.
2
.
1

岡
山
県
高
梁
市

級
外

高
梁
市
備
中
町
東
油
野
2
3
5
5

農
事
組
合
法
人

岡
山
農
場

3
1
4
3
3
0
5
0
0
0
2
コ
ツ
ワ
ル
ド
－
Ｗ
Ｐ
Ｗ
Ｒ
１
１
５

大
ヨ
ー
ク
シ

H2
5.
2
.
2
3

イ
ギ
リ
ス

級
外

高
梁
市
備
中
町
東
油
野
2
3
5
5

０
ャ
ー
種

農
事
組
合
法
人

岡
山
農
場

3
1
4
3
3
0
5
0
0
0
3
コ
ツ
ワ
ル
ド
－
Ｗ
Ｐ
Ｗ
Ｒ
１
５
４

大
ヨ
ー
ク
シ

H2
5.
3
.
1
0

イ
ギ
リ
ス

級
外

高
梁
市
備
中
町
東
油
野
2
3
5
5

２
ャ
ー
種

農
事
組
合
法
人

岡
山
農
場

1
1
4
2
0
1
1
1
7
5
8
芳
照
久

黒
毛
和
種

H2
5.
8
.
1
3

兵
庫
県
美
方
郡

芳
悠
土
井

て
る
し
げ

２
級

津
山
市
宮
部
下
4
1
5

新
温
泉
町

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業

団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
3
7
8
7
8
4
7
2
1
百
合
勝
照

黒
毛
和
種

H2
5.
9
.
1
0

徳
島
県
三
好
市

美
津
百
合

こ
た
い
し
１
８

２
級

津
山
市
宮
部
下
4
1
5

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
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団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
3
4
5
1
8
1
3
3
1
美
津
勝
平

黒
毛
和
種

H2
5.
1
0
.
3

広
島
県
安
芸
高

美
津
百
合

ひ
ら
な
ぎ
さ

２
級

津
山
市
宮
部
下
4
1
5

田
市

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業

団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

1
1
2
6
0
9
0
5
3
8
8
隆
久
勝

黒
毛
和
種

H2
5.
9
.
2
4

香
川
県
観
音
寺

隆
之
国

ふ
く
み

２
級

津
山
市
宮
部
下
4
1
5

市
一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業

団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

3
1
4
3
3
0
2
0
0
0
1
ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ
１
４

デ
ュ
ロ
ッ
ク

H2
6.
5
.
9

岩
手
県
岩
手
郡

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

２
級

久
米
郡
美
咲
町
北
2
2
7
2

１
０
１
４
３
３

種
雫
石
町

１
２

１
０
０
８
３
５

１
３

２
０
２
７
８
７

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
畜
産
研
究
所

3
1
4
3
3
0
2
0
0
0
2
ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ
１
４

デ
ュ
ロ
ッ
ク

H2
6.
5
.
1
0

岩
手
県
岩
手
郡

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

２
級

久
米
郡
美
咲
町
北
2
2
7
2

１
０
１
４
４
１

種
雫
石
町

１
２

２
０
１
２
８
９

１
３

４
０
２
８
３
３

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
畜
産
研
究
所

3
1
4
3
3
0
2
0
0
0
3
ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ
１
４

デ
ュ
ロ
ッ
ク

H2
6.
5
.
1
0

岩
手
県
岩
手
郡

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

ゼ
ン
ノ
ー

デ
ー

ヒ
ガ
シ

２
級

久
米
郡
美
咲
町
北
2
2
7
2

１
０
１
４
４
２

種
雫
石
町

１
２

２
０
１
２
８
９

１
３

４
０
２
８
３
３

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
畜
産
研
究
所

3
1
4
3
3
0
2
0
0
0
4
ギ
ル
ハ
ウ
ス

キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ン

バ
ー
ク
シ
ャ

H2
6.
3
.
6

岡
山
県
久
米
郡

ギ
ル
ハ
ウ
ス

モ
ア
ホ
ル
ム

キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ン

モ
ア
ホ

２
級

久
米
郡
美
咲
町
北
2
2
7
2

オ
カ
ヤ
マ

２
０
５
１
８

ー
種

美
咲
町

オ
カ
ヤ
マ

７
０
３
１

ル
ム

オ
カ
ヤ
マ

３
０

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

４
０
５
２

ー
畜
産
研
究
所
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3
1
4
3
3
0
2
0
0
0
5
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

イ
ワ
デ
ヤ
マ

バ
ー
ク
シ
ャ

H2
6.
5
.
1
5

岡
山
県
久
米
郡

ア
ン
バ
サ
ダ
ー

モ
ア
ホ
ル

イ
ワ
デ
ヤ
マ

コ
ロ
ニ
ー
ブ

２
級

久
米
郡
美
咲
町
北
2
2
7
2

オ
カ
ヤ
マ

５
０
０
５
２

ー
種

美
咲
町

ム
オ
カ
ヤ
マ

１
－
２
２

レ
ス

オ
カ
ヤ
マ

５
－
１

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

８
１
７

ー
畜
産
研
究
所
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七
五

家
畜
改
良
増
殖
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

農
林
水
産
大
臣
か
ら
同
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
種
畜
証
明
書
を
次
の
と
お
り
書
換
交
付
し
た
旨
の
通
報
を
受

〔
〕

（
）

、

。

け
た

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

種
畜
証
明
書
番
号

申
請
の
事
由

変
更
後

変
更
前

1
1
3
6
2
4
9
7
3
3
0

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
出
上
１
４

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
鳥
取
牧
場

1
1
3
4
6
9
9
9
4
0
9

種
畜
の
名
前
の
変
更

照
美
福

烈
株
２
５
４
９

1
1
3
4
6
9
9
9
4
0
9

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
出
上
１
４

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
鳥
取
牧
場

1
1
3
4
6
9
9
9
5
4
6

種
畜
の
名
前
の
変
更

百
合
安
藤

華
聖
２
５
５
５

1
1
3
4
6
9
9
9
5
4
6

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
出
上
１
４

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
鳥
取
牧
場

1
1
3
4
6
9
9
9
7
8
2

種
畜
の
名
前
の
変
更

白
照
清

烈
藤
２
５
７
３

1
1
3
4
6
9
9
9
7
8
2

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
出
上
１
４

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
鳥
取
牧
場
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1
1
4
3
8
1
0
0
1
1
9

種
畜
の
名
前
の
変
更

照
福
久

烈
唯
２
５
９
０

1
1
4
3
8
1
0
0
1
1
9

種
畜
の
飼
養
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
の
変
更

岡
山
県
津
山
市
宮
部
下
４
１
５

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
大
字
出
上
１
４

一
般
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
鳥
取
牧
場
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

西

本

善

夫

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
項
」
を
「
、
第
六
項
」
に

「
に
支
給
す
る
」
を
「
及
び
第
七
項
に

、

規
定
す
る
伝
染
病
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
に
支
給
す
る
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と

し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
項
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
前
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

伝
染
病
防
疫
作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
は
、
職
員
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業

に
従
事
し
た
と
き
に
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
当
該
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
当
該
各
号
に

掲
げ
る
額
を
支
給
す
る
。

（

（

）

一

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

家
畜
伝
染
病
予
防
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

）
。

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
家
畜
の
と
殺
、
家
畜
の
死
体
の
焼
却
若
し
く
は
埋
却
又
は
畜

舎
等
の
消
毒
の
作
業

三
百
八
十
円

二

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
又
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
物
件

の
処
理
の
作
業

二
百
九
十
円

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事

（

「

」

。
）

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程

以
下

改
正
後
の
規
程

と
い
う

の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
六
年
度
第
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業
の

操
業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

奥

野

雄

二

一

制
限
す
る
漁
業
の
種
類

か
ご
漁
業

二

制
限
区
域

岡
山
県
海
面
で
あ
っ
て
第
二
種
共
同
漁
業
権
建
網
漁
業
の
区
域
内

三

操
業
上
の
制
限

か
ご
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１

次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
漁
業
権
者
の
同
意
又
は
指
示
に
よ
る
こ
と
。

操
業
場
所

(1)

持
ち
か
ご
数

(2)

か
ご
の
大
き
さ

(3)

網
目
等

(4)
２

他
種
漁
業
の
漁
具
敷
設
中
は
、
当
該
漁
業
の
操
業
を
妨
げ
な
い
こ
と
。

四

適
用
除
外

こ
の
指
示
は

試
験
研
究

教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗

種
卵
を
含
む

の
供
給

自
給

、

、

（

。
）

（

を
含
む

以
下

試
験
研
究
等

と
い
う

の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
特
別
採
捕
許

。
）（

「

」

。
）

可
を
受
け
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

五

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
ま
で
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